
(3) 被ばく傷病者対応訓練

被ばく傷病者を想定した除染や治療措置を実施

8 自衛隊など実動機関との連携（拡充）

， 

(1) 道路啓開訓練

地震による倒木等により，通行不能となった避難経路の復旧作業を実施

（実際の道路を利用した道路啓開を実施（新））

(2) 避難住民の搬送支援

ア 甑島住民の船舶避難及びヘリによる本士への搬送訓諌を実施［再掲］

イ 長島町住民の船舶避難［再掲］

ウ 放射線防護施設からの急患搬送訓練

(3) 避難退域時検査の支援

車両の簡易除染を実施

(4) 残留住民の確認

避難地区における残留住民の確認

その他

(1) モニタリングポストヘの燃料供給訓練（拡充）

(2) タクシー協会による緊急輸送活動（新）

(3) ドローンを活用した道路被害状況確認（新）

(4) 外部委託（第三者機関）による訓練の評価・検証（新）

(5) TV会議システムを活用した訓練振り返りの実施（新）
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I-4 令和元年度原子力防災訓練の概要

1 時系列

|—三置門;:z'.こ；ニロニ□発生
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非常用ディーゼ海電機は1台起動 (1台故障）

大容塁仝m式―ふ城起動不可

7:15 |所内非常用高圧母練D母線1系統のみ

倶加サ邸が非常用ディヤ店計電機のみとなり15分経過 (AL25判断）

| ［第1戟】全交流動力電源喪失のおそれ (Al25) | 
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i ll) 達把WMI(TV会露システムの起動等）の構築

l ① PAZJ'l袖埒糾l"9,.全:『比た上鰭者へ ', 
' ③ 住民等に対する円租伍供
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テレP今導伊に（傍隠）

i （想定）国と自治体とrらぶt2ユ ’'： ', l 
i,10琴転計（案）の検酎I i i i 

冨l|：：:；?:し:：□ん了::；;：9二のう ;, •r,1 り 1 」 →べ l—砂 9-

ち亨の注水機能（高圧系）が喪失（低圧系の余熱除去ポンブ1台 ＜躙からの璽■>PAZ内直9’-99鴫爾”’"＂＂＂』暉避疇の甕媚 1こより曇顧リス，Jが属＊る璽配慮者は厘内退道住民

芦：序這えい時おける非常用炉心冷却装霞による一-:：:：:：:：しロニ即二＝~IJJJ；鵬皿戸品＇岬準偏を ナこ三乙非常用炉心冷却装iii作動により原子炉冷却系悶壁の喪失に該当

|【第4報】応急措置の概要（原子炉施設）

冨l|：：二：：ご竺;:0L,::こ:2'1':置？
る全ての注水機能が喪失 (GE21判断）

【第5報】原子炉冷却材漏えい時における非常用炉心冷却装置注水

不能 (GE21)

卒噴動力電洞零失により電源補助品JvlCンプが全ロ.―動不能とな

り，蒸気発生器への給水ターピン動補助給水ポンブ1台のみ (Al24

判断）

|【第6報】蒸気発生器給水機能喪失のおそれ (AL24)

10.02 人吝凰士ぷ式北叫長1日（故障箇所の修理完了）=Im事故叡如暉

10,20 I大容塁空冷止―玉偵起動

|【第7報】応急摺置の概要（原子炉施設）

1049 1常設年的入ポンプによる代替細四スプげ開始
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｀ ` ` 【通輻①】炉心蝸傷の検出 (GE28)

2つの鰈堅磯失又は喪失のおそれ (SE42)

頃輯②lヤ」＂を H虹主l上西大のおそれ (SE41l

頃糧③l格珀さ皿力の異常上昇 (GE41)

＜軌引l}冑胃llillll>

【通輯④】敷地境界付近の放射線量の上昇 (SEOll

通常柏中柊略での気体放射杜帖員u9放出 (GE02・SE02)

頃報1l)】敷地境界付近の放か几み己9上昇 (GEOl)

頃報⑥l応急憤置C濯環⑳子炉廊設）

・移動式大容呈ポンプ車起動

•I庫」ヒ.阿情憬1こ9卜によと佗叩さti内自然対流冷却開始

頃報⑦l応念措置の概要頃日弓可施設）

....り・し]/I力が嗣高使用圧力以下に低下 (GE41解除）
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： ② 北面J-l旧と連動しない事船寸与9こよ不阿 99lll鞭
： ③ 緊急時モニタリング訓練 (EMC)
: c 15 一池hit（案）の作成巾叶訓糟l
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テレP今導接続（傍聴）

rーの□三□テレビ会一（傍認） ！ 

曹■i●l』睛四

I 住民の帰宅確認 Ill 避甦暇灌 Ill 住民が遵難所に到著したことを共有

111119,JIIUd1練

・防災工石云

・匹相談忌口

●●菖物責濯示

・物資搬送
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テレビ上町11-（傍唐） 疇露4回願子力災証呻虹暉会

・一時移転の―-況の確認
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